一般社団法人滋賀県配合飼料価格安定基金協会の歩み
１　社団法人滋賀県配合飼料価格安定基金協会の設立
１）滋賀県の配合飼料価格安定基金協会（以下「基金協会」と言う。）は、近畿地区では最も早く設立された。
２）設立まで
昭和５０年３月１５日　基金協会設立準備委員会ならびに設立発起人会を開催した。

昭和５０年３月２６日　基金協会創立総会を開催した。

昭和５０年４月１０日　滋賀県知事に基金協会設立認可申請書を提出した。

昭和５０年４月１２日　同上の許可を受けた（滋賀県指令第３３９号）
昭和５０年４月１５日　基金協会の設立登記を完了した。
３）設立時の基金協会の概要
名　称　　社団法人滋賀県配合飼料価格安定基金協会
事務所　　滋賀県大津市京町四丁目５－１３（澤甚第１ビル）
出資金　　４１万円
会員数　　１８
役　員　　理事７名（うち理事長１名、常務理事１名）監事２名
組　織　　荷受組合　１８
職　員　　２名（うち１名は常務理事が兼務）
４）設立後の経過
（１）昭和５１年３月３１日
社団法人全日本配合飼料価格安定基金（以下「基金」という。）の出資会員となる。

（２）昭和５３年４月
「基金協会３年の歩み」発刊。

（３）昭和５８年４月
事務所を滋賀県大津市京町三丁目５－１６　滋賀県庁西別館に移転した。
（４）昭和６３年４月５日
事務所を大津市松本町一丁目２番２０号滋賀県農業教育情報センターに移転した。
（５）平成２年５月　
牛肉自由化関連対策事業として、肉用子牛生産者補給金制度が創設され、社団法人滋賀県肉用子牛価格安定基金協会が設立された。基金協会では、協会加入の畜産経営者の経営の安定を図るため、出資会員として加入した。
（６）平成2年10月
　　「１５年のあゆみ」発刊

（７）平成１０年４月
　　　事務所を近江八幡市鷹飼町７５１番地の３グリーン近江農業協同組合内に移転した。

（８）平成１２年５月
第２５回通常総会で「公益法人の設立許可及び指導監督基準」等に基づき、役員の任期を３年から２年に変更した。

　　　また、剰余金等の処分の規定を削除し、暫定予算に関する規定の変更を行った。
(９)平成１３年４月１日
　　　住所表示の変更により、近江八幡市鷹飼町北四丁目１２番地２となった。
(10)平成１４年度　
　　　PCA公益法人会計を導入した。
(11)平成１８年度
　　　配合飼料価格差補てん事業の電算化システムを導入し、効率化を図った。
(12)平成２０年３月
　　　出資金を入会金と改め基本財産を削除した。

　　　また、役員報酬、役員退職慰労金規程を定めた。

２　一般社団法人滋賀県配合飼料価格安定基金協会の設立
１）当初、公益社団法人の申請を目指したが、最終的に一般社団法人としての申請を行い認可された。

２）設立まで
（１）平成２０年１２月２２日

　　　臨時総会を開催し、公益社団法人の認定に向けた準備を開始した。
　　　同総会で「公益社団法人滋賀県配合飼料価格安定基金協会定款」の承認を得た。

（２）平成２１年５月２６日

　　　第３４回通常総会において、（１）の定款の変更を行った。併せて、関連規定の制定を行った。
（３）平成２３年５月２４日
　　　第３６回通常総会において、一般社団法人の申請開始について承認を得た。

（４）平成２４年５月２５日

　　　第３７回通常総会において、一般社団法人の認可に適応した定款の承認および申請書の承認を得た。
（５）平成２５年３月２２日
　　　滋賀県知事から一般社団法人としての認可。（滋賀県指令総第３０３号）
（６）平成２５年４月１日
　　　「社団法人滋賀県配合飼料価格安定基金協会」を名称変更し、「一般社団法人滋賀県配合飼料価格安定基金協会」の設立登記。

３）設立後の経過

（１）平成２５年５月２３日

　　　第３８回定時総会において、決算の承認を受け、公益目的財産額の確定を行った。
（２）平成２５年６月１１日

　　　公益目的財産額が6,768,298円で確定し、公益目的支出計画の実施期間を４年とする旨の知事通知（滋総第９７２号）

（３）平成２９年３月３１日
　　　公益目的支出計画の実施が完了。

（４）平成２９年７月１２日

　　　公益目的支出計画の実施が完了を確認した旨の知事の確認書（滋総第３５４号）

